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2. ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 
設定開始 

* . . *  

設定終了 

* + - *  

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* - - *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 

* % / *  

ﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝを出力します。 

* K E 9 5 *  

ｶｽﾀﾏﾃﾞｨﾌｫﾙﾄとして保存 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更内容をｶｽﾀﾏﾃﾞｨﾌｫﾙ

ﾄして保存します。 

* K E 9 4 *  

ｶｽﾀﾏﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでﾘｾｯﾄ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ｶｽﾀﾏﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値でﾘｾｯﾄします。 

* C S 9 9 *  

ﾆｯｸﾈｰﾑを設定 1 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、6 桁~10 桁のｺｰﾄﾞ 39 でｴﾝｺｰﾄﾞ

されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ると、そのﾊﾞｰｺｰﾄﾞの内容が、ﾆｯｸﾈｰ

ﾑとして、ﾌﾗｯｼｭ ROM に保存されます。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、0000000000です。 

* W N A D 8 1 *  

Ultra Scan ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ ｵﾝ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、Ultra Scan ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞがｵﾝ

になります。 

* W N A D 0 0 *  

Ultra Scan ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ ｵﾌ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、Ultra Scan ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞがｵﾌ

になります。 

* W N 5 5 2 8 *  
 

* W N 4 3 0 3 *  

ｱｳﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｯｸ･ﾛｰ/ﾊｲﾚｼｵﾓｰﾄﾞ ｵﾌ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾛｰﾚｼｵﾓｰﾄﾞがｵﾌになります。 
WN5528 = ｺｰﾄﾞ 39 
WN4303 = NW7 

* W N 5 5 3 8 *  
 

* W N 4 3 0 1 *  

ｱｳﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｯｸ･ﾛｰ/ﾊｲﾚｼｵﾓｰﾄﾞ ｵﾝ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾛｰﾚｼｵﾓｰﾄﾞがｵﾝになります。 
WN5538 = ｺｰﾄﾞ 39 
WN4301 = NW7 

* W N 3 F 0 C *  
ﾊﾞｰ/ｽﾍﾟｰｽ幅ﾚｼｵ ﾉｰﾏﾙ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 

* W N 3 F 0 3 *  
ﾊﾞｰ/ｽﾍﾟｰｽ幅ﾚｼｵ ｽﾄﾘｸﾄ 

* U S B D *  

USB ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾓｰﾄﾞ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、USB ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾓｰﾄﾞに移

行します。 

                         
 
1 ﾆｯｸﾈｰﾑは、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの個体識別などに利用できます。ｼﾘｱﾙ番号などを登録しておき、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを使用して、その値を取得します。 

また、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを使用することで、1桁~10桁のﾆｯｸﾈｰﾑを設定することも可能です。詳しくは、｢補足 C ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ｣を参照ください。 
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